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ふ
じ
も
と
　
　
な
お　
き

　
　
　
　
『
も
し
ほ
草
』

　
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
逐
次
刊
行
物
を
準
貴
重
書
に
指
定
し
、
古
典
籍
課
で
保
管
し
て
い
る
。
貴
重
書

に
準
じ
る
も
の
と
し
て
い
る
た
め
、
様
々
な
経
緯
で
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
同
一
タ
イ
ト
ル
の
そ
れ
は
、
単
純
な
複
本
で
は
な
く
、
請
求
記
号

に
枝
番
を
付
し
、
個
別
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
見
無
駄
に
も
見
え
る
重
複
も
生
じ
る
。
し
か
し
、
数
多
く
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
、
同
一
タ
イ
ト
ル
の
中
に
あ
る
様
々
な
異
版
の
存
在
が
見
え
て
く
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
『
も
し
ほ
草
』
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
ウ
エ
ン
リ
ー
ト
（E

u
g
en
e M
. V
a
n
 R
eed
 

一
八
三
五
〜
一
八
七
三
）
と
岸
田
吟
香
（
一
八
三
三
〜
一
九
〇
五
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
慶
応

四
（
一
八
六
八
）
年
か
ら
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
か
け
て
の
新
聞
『
も
し
ほ
草
』
は
、
早
く
か
ら
そ
の
資
料
性
に
着
目
さ
れ
、
明
治
文
化
研

究
会
か
ら
一
九
二
六
年
に
翻
刻
版
が
『
横
浜
新
報
も
し
ほ
草
　
江
湖
新
聞
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
表
紙
異
版
の
存
在
に

つ
い
て
は
、
同
書
に
付
さ
れ
た
小
野
秀
雄
の
解
題
（
こ
れ
は
後
の
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
）
に
、
初
版
が
「
第
一
帙
」

と
あ
っ
て
再
版
が
「
第
一
編
」
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
見
え
る
。
一
九
八
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
初
期
新
聞
全
集
一
四
』
に
収
め
ら

れ
た
北
根
豊
の
解
題
は
、
同
全
集
に
収
録
さ
れ
た
「
太
陽
と
富
士
」
が
描
か
れ
た
表
紙
以
外
に
「
第
壹
帙
」
と
あ
る
表
紙
の
存
在
に
言
及
し
て

い
る
が
、
そ
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
「
太
陽
と
富
士
」
の
絵
柄
を
持
つ
も
の
は
「
明
治
」
以
降
も
使
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
最
も
時
代
を
下
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
、
表
紙
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
な
に
ゆ
え
に
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
当
館
所
蔵
の
も
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
組
合
せ
は
異
な
る
。
最

初
の
表
紙
の
も
の
が
完
全
に
売
り
切
れ
て
か
ら
新
し
い
表
紙
で
印
行
さ
れ
た
の
か
。
疑
い
出
せ
ば
、
そ
も
そ
も
本
文
と
表
紙
は
同
じ
数
が
刷
ら

れ
た
も
の
な
の
か
で
さ
え
不
確
か
で
あ
る
。
出
版
時
に
は
ま
だ
図
書
館
は
存
在
せ
ず
、
所
蔵
に
至
る
ま
で
に
古
書
市
場
を
経
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
も
な
ん
ら
か
の
組
替
え
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
、
先
頃
、
当
館
を
含
め
た
東
京
近
郊
の
諸
機
関
に
残
る
『
も
し
ほ
草
』
表
紙
意
匠
の
変
遷
を
検
討
し
、
同
誌
の
刊
行

状
況
を
探
っ
た
論
文
（
山
口
順
子
「
米
人
ヴ
ァ
ン
リ
ー
ド
の
『
も
し
ほ
草
』
官
許
を
め
ぐ
っ
て
」『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
一
八
号
・
二
〇
〇
五
年

六
月
）
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
表
紙
の
組
合
せ
は
ま
さ
し
く
千
差
万
別
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
な
取
り
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら

か
に
さ
れ
、
併
せ
て
「
第
一
編
」
版
が
「
第
一
帙
」
版
に
先
行
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、「
第
一
帙
」
版
の
み
巻
首
に
「
帙
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
本
文
の
刷
の
状
態
か
ら
、「
第
一

編
」
版
を
再
版
と
す
る
従
来
の
見
解
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、岸
田
桜
朝
臣
を
示
す
と
さ
れ
る
「K

.S
.A
S
O
M

」
の
意
匠
に
着
目
す
れ
ば
、

「
第
一
編
」
版
の
印
行
時
期
は
第
四
編
刊
行
以
降
で
あ
り
、
定
価
が
表
紙
に
刻
さ
れ
て
い
る
下
限
が
第
一
六
編
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
七
編

刊
行
以
前
と
考
え
ら
れ
よ
う
。（
当
館
請
求
記
号
　W

B
43-22,W

B
43-22-2

〜5,W
B
43-103

）



二
〇
〇
五
年
五
月
三
一
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
よ

り
シ
ン
・
イ
ニ
ョ
ン

(

慎
仁
�)

学
位
論
文
館
長
、
イ
・
ソ
ン
フ
ァ

(

李
善
花)

学
位
論
文
館
司
書
主
事
、
ハ
ン
・
ス
ッ
キ

(

韓
淑
姫)

図
書
館
政
策
課
司
書
主

事
補
を
当
館
に
迎
え
、
業
務
交
流
を
実
施
し
た
。
一
九
九
七
年
に
同
国
立
中
央

図
書
館
代
表
団
が
訪
日
し
て
第
一
回
目
の
交
流
が
行
わ
れ
て
以
来
、
毎
年
交
互

に
代
表
団
を
派
遣
し
あ
い
、
今
年
で
九
回
目
と
な
る
。
そ
の
時
々
の
関
心
の
高

い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
報
告
し
、
実
務
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交
換
を
重
ね
て
き

た
。今

回
は
東
京
本
館
で
の
一
日
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

(

基
調
報
告)

に
お
い
て
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
ソ
ウ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
第
八
回
業
務
交
流

後
に
焦
点
を
あ
て
て
両
館
の
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
紹
介
し
た
あ
と
、
二
日
目

に
は
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
場
所
を
移
し
、
児
童
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
テ
ー
マ

に
業
務
交
流
を
行
っ
た
。
折
し
も
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
は
来
年
に
学
位
論
文

館
を

｢

国
立
子
ど
も
青
少
年
図
書
館

(

仮
称)｣

へ
と
機
能
転
換
す
べ
く
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
方
当
館
で
は
、
二
〇
〇
五
年
中
を
目
途
に

国
際
子
ど
も
図
書
館
拡
充
の
た
め
の
基
本
計
画
を
作
成
し
、
計
画
の
実
現
に
向

け
て
、
課
題
の
整
理
と
内
容
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
両
館

が
ま
さ
に
現
在
か
か
え
て
い
る
課
題
の
ひ
と
つ
を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
で
、
活

発
な
質
疑
、
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
懇
談
会

(

三

日)

、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

(

六
日)

に
お
い
て
議
論
を
深
め
る
と
と

も
に
業
務
交
流
全
体
の
総
括
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
今
回
の
業
務
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ

た
両
館
の
現
状
、
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
等
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。
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両
館
の
最
近
の
動
き

韓
国
で
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
図
書
館
政
策
・
読
書
振
興
政

策
業
務
が
政
府
の
文
化
観
光
部
か
ら
国
立
中
央
図
書
館
へ
移
管
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け
て
中
央
図
書
館
の
組
織
も
、
企
画
研
修
部

(

総
務
課
、

図
書
館
政
策
課
、
司
書
能
力
開
発
課
、
情
報
化
担
当
官)

、
資
料
管

理
部

(

資
料
企
画
課
、
主
題
情
報
課
、
政
策
資
料
課)

に
再
編
さ
れ

た
。
同
図
書
館
は
急
変
す
る
情
報
環
境
の
中
で
、
戦
略
を
持
っ
て
新

た
な
役
割
・
機
能
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
ジ
タ
ル
資
料
の
収
集
等
、
政
策
目
標
達
成
の
た
め
に
各
種
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
公
共
図
書
館
数
七
五
〇
館

(

人
口

六
万
人
あ
た
り
一
館)

実
現
を
か
か
げ
て
、
そ
の
た
め
に
六
三
館
の

建
設
を
進
め
て
い
く
。
二
〇
〇
六
年
五
月
に
は
、
国
立
子
ど
も
青
少

年
図
書
館
が
開
館
し
、
一
九
九
八
年
か
ら
計
画
し
て
き
た
国
立
デ
ジ

タ
ル
図
書
館
建
設
も
二
〇
〇
八
年
度
開
館
を
目
途
と
し
て
、
今
年

一
二
月
に
着
工
の
予
定
で
あ
る
。

一
方
当
館
は
、
昨
年
一
〇
月
の
東
京
本
館
の
新
装
開
館
で
施
設
の

整
備
、
組
織
の
再
編
、
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
が
一
区
切
り
つ
き
、
現

在
は
活
動
評
価
等
を
通
じ
て
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
利
用
の
制
度
化
へ
向

け
た
動
き
等
、
電
子
情
報
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
国
内
外
の
図
書

館
等
と
の
協
力
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
館
の
間
で
今
回
特
に
質
疑
が
集
中
し
た
話
題
が
い

く
つ
か
あ
っ
た
。

業
務
外
注

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
で
は
今
ま
で
職
員
が
行
っ
て

い
た
納
本
等
の
資
料
収
集
業
務
と
整
理
業
務
を
二
〇
〇
四
年
七
月
か

ら
外
部
団
体
に
委
託
し
た
。
逐
次
刊
行
物
を
除
い
た
一
般
資
料
、
非

図
書
、
児
童
書
の
納
本
代
行
業
務
と
分
類
目
録
に
関
す
る
外
注
で
あ

る
。
従
来
は
職
員
が
行
っ
て
き
た
図
書
館
プ
ロ
パ
ー
と
考
え
ら
れ
て

き
た
仕
事
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
韓
国

側
か
ら
当
館
の
事
情
を
問
う
熱
心
な
質
問
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

当
館
で
も
関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
設
立
に
際
し
て
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
昨
年
、
開
館
日
・
開
館

時
間
を
変
更
し
て
東
京
本
館
を
新
装
開
館
し
た
際
に
も
新
た
な
業
務

外
注
が
行
わ
れ
た
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
り
職
員
の
立
場
が
変

わ
り
、
以
前
は
実
際
に
業
務
を
担
当
し
て
い
た
職
員
が
現
在
は
監
督

を
す
る
立
場
に
な
り
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

長
期
的
に
技
術
の
継
承
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
か
も
課
題
で
あ
る
。

評
価
制
度

韓
国
で
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
課
ご
と
に
目
標
管
理
制

を
導
入
、
計
量
化
で
き
る
成
果
指
標
を
設
け
て
評
価
、
分
析
し
、
主

要
業
務
を
効
率
的
に
進
め
、
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
評
価
主
管
部
署
で
あ
る
図
書
館
政
策
課
で
と
り
ま
と

め
、
四
半
期
ご
と
に
分
析
お
よ
び
評
価
を
行
う
。
各
事
業
の
担
当
部

署
で
評
価
指
標
を
設
定
し
て
お
り
、
今
後
公
正
か
つ
客
観
的
な
評
価

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
詳
細
な
基
準
、
項
目
を
開
発
す
る
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
。
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おもな日程

６月１日(水)

館長表敬､ 館内見学

オープニングセッション (東京本館・関西館テレビ会議)

国立中央図書館の変化と革新―開館六〇周年､ 新しい跳躍の始まり―

シン・イニョン学位論文館長

新たな時代における国立国会図書館

戸澤幾子総務部司書監

日本図書館協会訪問

６月２日(木)

業務交流 (於 国際子ども図書館)

国立子ども青少年図書館設立推進について

イ・ソンファ学位論文館司書主事

国際子ども図書館のサービス・子どもたちへの直接サービスの意義を中心に

佐藤尚子国際子ども図書館児童サービス課長

｢国際子ども図書館第三期基本計画｣ 策定に向けて

金箱秀俊国際子ども図書館企画協力課長

国際子ども図書館の所蔵資料について

千代由利主題情報部副部長 (国際子ども図書館資料情報課長事務取扱)

６月３日(金)

資料保存課見学・懇談､ 交流に関する協議・懇談

ちひろ美術館見学

６月６日(月)

関西館における業務説明・見学

クロージングセッション (東京本館・関西館テレビ会議)

６月７日(火)

大阪府立国際児童文学館､ 国立民族学博物館見学



当
館
は
、
昨
年
秋
の
業
務
交
流
に
お
い
て

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ

ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

の
策
定
と
活
動
評
価
制
度
の
二
〇
〇
四
年
度
か

ら
の
導
入
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の
活
動
評
価
制
度
は
、
国
の
組

織
と
し
て
活
動
・
事
業
の
適
正
な
運
営
を
行
い
、
活
動
内
容
に
つ
い

て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
が
、
こ

の
五
月
に
、
二
〇
〇
四
年
度
に
掲
げ
た
目
標
・
基
準
に
つ
い
て
、
ど

の
程
度
達
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
保
証
で
き
た
か
、
初
め
て
の

評
価
を
行
っ
た
。
目
標
・
基
準
の
設
定
、
結
果
の
評
価
、
そ
れ
ら
を

利
用
者
の
声
も
聞
き
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
反
映
す
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
が
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

韓
国
側
か
ら
は
、
当
館
の
活
動
評
価
の
指
標
の
決
定
方
法
、
外
部

機
関
に
委
託
し
た
の
か
、
当
館
主
体
で
作
り
上
げ
た
の
か
等
に
つ
い

て
質
問
が
あ
っ
た
。
当
館
は
外
部
機
関
を
利
用
は
し
た
が
最
初
の
段

階
で
い
わ
ば
ア
イ
デ
ア
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
。
評
価
指
標
の
設
定

等
、
総
務
部
企
画
課
が
中
心
と
な
り
各
部
局
と
調
整
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
と
回
答
し
た
。

資
料
保
存

資
料
保
存
に
つ
い
て
は
業
務
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

別
途
に
懇
談
の
機
会
を
持
っ
た
。
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
で
は
現
在
、

国
際
図
書
館
連
盟
の
資
料
保
存
コ
ア･

プ
ロ
グ
ラ
ム

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／

Ｐ
Ａ
Ｃ)

の
国
内
セ
ン
タ
ー
指
定
を
検
討
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
当
館
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

国
内
セ
ン
タ
ー
指
定
の
実
現
に
向
け
て
支
援
・
協
力
す
る
意
向
を
表

明
し
た
。

ま
た
韓
国
側
か
ら
、
韓
国
で
は
現
在
よ
う
や
く
資
料
保
存
に
つ
い

て
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
段
階
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

昨
年
は
日
中
韓
の
資
料
保
存
に
関
す
る
会
議
を
開
催
し
た
が
、
こ
の

三
国
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
質
も
似
通
っ
て
お
り
、
共
同
の
取
組

み
が
可
能
で
は
な
い
か
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
韓
国
で
は

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
酸
性
紙
の
劣
化
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
に
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
観
点
で
、
当
館
に
お
け
る
資
料
の
劣
化
対
策
、
酸
性

化
が
す
す
ん
だ
資
料
を
ど
う
発
見
し
て
い
く
か
、
資
料
を
扱
う
外
部

委
託
業
者
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
相
次
い
だ
。
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韓国国立中央図書館訪日代表団

シ
ン
・
イ
ニ
ョ
ン

(

慎
仁
�)

学
位
論
文
館
長

ハ
ン
・
ス
ッ
キ

(

韓
淑
姫)

図
書
館
政
策
課
司
書
主
事
補

イ
・
ソ
ン
フ
ァ

(

李
善
花)

学
位
論
文
館
司
書
主
事



児
童
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

現
在
韓
国
で
は
、
全
国
的
に
地
方
自
治
体
等
で
子
ど
も
図
書
館
設

立
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
る
。
公
共
図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も
の
部

屋
の
機
能
が
向
上
し
て
き
て
お
り
、
民
間
ベ
ー
ス
の
小
規
模
な
子
ど

も
図
書
館
も
増
え
て
い
る
。
教
育
人
的
資
源
部
は
読
書
振
興
政
策
を

推
進
し
て
お
り
、
学
校
図
書
館
の
予
算
も
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
で
は
、
現
在
の
学
位
論

文
館
を
改
修
し
、
子
ど
も
と
青
少
年
、
研
究
者
、
保
護
者
そ
し
て
子

ど
も
図
書
館
関
係
者
の
た
め
の
図
書
館
へ
と
転
換
し
、
国
立
子
ど
も

青
少
年
図
書
館

(

仮
称)

を
設
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
二
〇
〇
二
年
八
月
の
文
化
観
光
部

｢

図
書
館
発
展
総
合
計
画｣

、

同
年
一
二
月
の

｢

国
立
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
設
立
基
本
計
画
策
定
委
託

報
告
書｣

、
二
〇
〇
三
年
六
月

｢

国
立
中
央
図
書
館
の
合
理
的
組
織

改
編
及
び
人
事
政
策
の
研
究｣

等
を
通
し
、
国
立
デ
ジ
タ
ル
図
書
館

建
設
時
に
は
学
位
論
文
資
料
が
媒
体
変
換
さ
れ
る
こ
と
を
予
測
す
る

と
同
時
に
、
学
位
論
文
館
を
子
ど
も
図
書
館
へ
機
能
転
換
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
。

・
二
〇
〇
四
年
一
月
、
国
立
中
央
図
書
館
に

｢

子
ど
も
青
少
年
図
書

館
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス｣

を
組
織
。
同
年
一
〇
月

｢

国
立
子
ど
も
青
少

年
図
書
館

(

仮
称)

運
営
計
画｣

発
表
。

・
二
〇
〇
四
年
七
月
、
国
内
の
子
ど
も
図
書
館
の
運
営
現
況
調
査
。

同
年
九
月
、
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
他
を
訪
問
調
査
。

・
二
〇
〇
四
年
一
二
月

｢

国
立
子
ど
も
青
少
年
図
書
館

(

仮
称)

の

運
営
研
究｣

に
つ
い
て
の
委
託
事
業
完
了
。

・
二
〇
〇
五
年
に
入
っ
て
、
学
位
論
文
館
の
改
・
補
修
工
事
と
主
要

機
能
関
連
事
業
を
推
進
中
。

主
要
な
機
能
と
し
て
は
、
子
ど
も
図
書
館
お
よ
び
子
ど
も
読
書
振

興
政
策
の
策
定
・
施
行
、
子
ど
も
図
書
館
研
究
・
研
究
支
援
お
よ
び

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
運
営
、
蔵
書
拡
充
を
通
じ
た
国
民
向
け

情
報
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
活
性
化
、
国
内
外
の
交
流
・
協
力
を
通
じ
た

国
家
情
報
競
争
力
の
向
上
等
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
行
政
支
援
課
、

企
画
研
究
課
、
資
料
開
発
課
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

課
の
五
課
体
制
で
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
日
本
で
初
め

て
の
国
立
の
児
童
書
専
門
図
書
館
と
し
て
、
東
京
の
上
野
公
園
内
に

あ
る
国
立
国
会
図
書
館
支
部
上
野
図
書
館
の
建
物
を
改
修
の
上
、

二
〇
〇
〇
年
五
月
に
第
一
期
開
館
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に

全
面
開
館
し
た
。

現
在
第
一
期
開
館
か
ら
五
年
、
全
面
開
館
か
ら
三
年
が
経
ち
、
設

置
の
際
に
掲
げ
た
児
童
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

や
サ
ー
ビ
ス
等
の
一
層
の
拡
充
発
展
を
目
指
す
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
中
に
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
拡
充
の
た
め
の
基
本
計

画
を
作
成
し
、
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
課
題
の
整
理
と
内
容
の
具

体
化
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

次
に
、
質
疑
応
答
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
話
題
を
中
心
に
、
若
干
詳
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細
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

蔵
書
構
築

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
で
は
現
在
、
本
館
の
資
料
保

存
館
に
児
童
書
も
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
国
立
子
ど
も
青
少
年
図
書

館
開
館
後
は
、
原
則
的
に
複
本
の
移
管
を
受
け
て
サ
ー
ビ
ス
に
供
す

る

(

韓
国
は
二
部
納
本
制)

。
同
時
に
、
購
入
と
寄
贈
を
活
性
化
し

て
児
童
書
の
蔵
書
を
拡
充
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
児
童
書
の
購
入

は
、
主
要
先
進
国
の
児
童
文
学
賞
受
賞
作
品
お
よ
び
有
名
な
児
童
作

家
の
作
品
、
主
要
言
語
圏
の

絵
本
を
中
心
に
選
定
し
、
購

入
対
象
国
と
範
囲
を
少
し
ず

つ
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は

外
国
の
児
童
書
に
つ
い
て
は
、

購
入
・
寄
贈
に
よ
り
、
選
択

的
に
収
集
し
て
い
る
。
各
国

の
基
本
的
な
資
料
、
定
評
の

あ
る
児
童
文
学
賞
を
受
賞
し

た
作
品
、
外
国
語
に
翻
訳
・

刊
行
さ
れ
た
日
本
の
児
童
書
、

日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
世
界

の
児
童
書
の
原
書
等
を
重
点

的
に
収
集
し
て
い
る
。
児
童

文
化
研
究
の
た
め
の
資
料
も

購
入
・
寄
贈
に
よ
り
収
集
し

て
い
る
。
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
開
館
時
は
洋
書
の
蔵
書
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
開
館
に
向
け
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ま
と
め
て
購
入
す

る
と
い
う
形
で
充
実
を
図
っ
た
。
中
国
と
韓
国
の
資
料
に
つ
い
て
は

日
本
の
書
店
に
定
期
的
に
新
刊
リ
ス
ト
を
依
頼
し
、
そ
の
中
か
ら
選

ぶ
と
い
う
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
国
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
開
館
す
る
前
か
ら
、
備
え
て
お
く
べ

き
資
料
の
リ
ス
ト
を
外
部
の
専
門
家
に
依
頼
し
て
作
成
し
た
。
職
員

が
理
解
す
る
外
国
語
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
主
要
欧
州
言
語
以
外
は

こ
う
し
た
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
収
集
す
る
も
の
が
大
半
と
な
っ
て
い

る
。分

類
法

韓
国
で
は
現
在
Ｋ
Ｄ
Ｃ

(

韓
国
十
進
分
類
法)

の
分
類

法
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
児
童
書
も
こ
の
ま
ま
同
じ
で
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

当
館
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｃ

(

国
立
国
会
図
書
館
分
類
法)

は
、
閉
架
書
庫

に
適
し
た
簡
便
な
分
類
法
で
あ
り
、
児
童
書
は
こ
の
中
で
も
一
般
の

本
よ
り
簡
略
な
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
で
排
架
す
る

と
目
録
を
引
か
ず
に
直
接
本
を
探
す
の
は
た
い
へ
ん
難
し
い
。
そ
こ

で
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
開
架
式
の

｢

子
ど
も
の
へ
や｣

で

は
Ｎ
Ｄ
Ｃ

(

日
本
十
進
分
類
法)

を
使
っ
て
排
架
し
て
い
る
。
一
般

の
公
共
図
書
館
で
は
、
本
を
ほ
と
ん
ど
開
架
し
て
い
る
の
で
や
は
り

Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
使
っ
て
い
る
。

児
童
室

児
童
室
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館

の
構
想
の
中
に
最
近
二
年
程
度
の
新
し
い
も
の
を
排
架
す
る
と
あ
っ

た
が
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
昔
の
作
品
か
ら
も
子
ど
も
達
に
是
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非
読
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
を
選
ん
で
並
べ
て
い
る
。
韓
国
側
か
ら

は
、｢

子
ど
も
の
へ
や｣

の
見
学
で
、
韓
国
の
子
ど
も
青
少
年
図
書

館
で
開
架
す
べ
き
資
料
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
一
番
の
基
本

は
本
を
選
ぶ
こ
と
だ
と
い
う
思
い
で
双
方
が
一
致
し
、
同
時
に
国
立

の
図
書
館
と
し
て
は
ど
ち
ら
も
推
薦
図
書
リ
ス
ト
の
作
成
等
は
す
べ

き
と
は
思
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
共
通
で
あ
っ
た
。

学
校
図
書
館
貸
出
し
セ
ッ
ト

日
本
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
読
書

活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
各
地
で
取
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
資
料
費
も
司
書
教
諭
の
配

置
も
ま
だ
充
分
で
は
な
い
。
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
そ
れ
を
補

完
、
支
援
す
る
た
め
に
学
校
図
書
館
貸
出
し
セ
ッ
ト
事
業
を
始
め
、

大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
貸
出
し
資
料
は
、
四
〇
冊
ほ
ど
の
本
、
例

え
ば
、
韓
国
に
つ
い
て
の
本
な
ど
各
国
に
関
す
る
資
料
を
ひ
と
つ
の

セ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。
韓
国
側
か
ら
こ
の
事
業
に
つ
い
て
本
の
配
送

方
法
な
ど
、
具
体
的
な
質
問
が
相
次
い
だ
。

人
材
育
成
・
人
事
交
流

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
は
、
子
ど
も
青

少
年
図
書
館
で
は
現
場
の
専
門
司
書
、
専
門
家
に
十
分
な
権
限
と
任

務
を
付
与
す
る
よ
う
に
し
、
具
体
的
に
は
読
書
教
育
、
児
童
心
理
、

国
際
交
流
の
専
門
家
な
ど
を
採
用
し
た
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
資
料
の
効
率
的
管
理
と
開
発
の
た
め
の
専
門
職
を
採
用
す
る
。

当
館
は
児
童
書
を
所
蔵
し
て
い
た
も
の
の
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
経
験
が

皆
無
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
開
館
当
初
の
三
年
間

は
都
立
中
央
図
書
館
の
児
童
書
サ
ー
ビ
ス
の
経
験
が
長
い
職
員
に
人

事
交
流
で
来
て
も
ら
っ
た
。

現
在
は
民
間
の
東
京
子
ど
も

図
書
館
と
福
岡
県
立
図
書
館

と
も
人
事
交
流
し
て
い
る
。

児
童
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
テ
ラ
ン

の
方
々
と
一
緒
に
本
を
選
び
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
ち
、
お
話

会
を
す
る
と
い
っ
た
実
践
の

中
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

き
た
。

そ
う
し
て
学
ん
だ
技
術
を

ど
う
保
持
し
て
い
く
か
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
組
織
と

し
て
の
継
承
に
取
り
組
む
一

方
、
職
員
各
人
と
し
て
は
当

館
の
人
事
制
度
全
体
の
中
で
、

専
門
性
を
保
持
、
研
さ
ん
し

て
い
く
と
い
う
か
た
ち
に
は

必
ず
し
も
な
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
人
材
育
成
に
関
し

て
は
懇
談
の
場
で
韓
国
側
か
ら
当
館
の
外
国
図
書
館
と
の
人
事
交
流

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
当
館
の
外
国
の
図
書
館
等
へ
の
職
員
派
遣
、

在
外
研
究
員
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
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お
わ
り
に

一
行
は
東
京
で
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
等
の
終
了
後
関

西
に
移
動
、
当
館
関
西

館
を
訪
問
・
見
学
、
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
関
西
館
か
ら
東
京

本
館
と
テ
レ
ビ
会
議
で

結
ん
で
行
わ
れ
た
。
関

西
館
見
学
中
は
当
館
の

総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
広
く
公
共
図
書
館

と
の
交
流
に
つ
い
て
、

Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ

(

デ
ー
タ

ベ
ー
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
ー
ビ
ス)

、

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ

(

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
資
源
選
択
的
蓄

積
実
験
事
業)

そ
の
他
電
子
図
書
館
関
係
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
熱

心
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
特
に
、
電
子
情
報
に
つ
い
て
の
関
心
は
高

く
、
収
集
と
保
存
、
著
作
権
に
か
か
る
問
題
等
に
つ
い
て
掘
り
下
げ

た
質
疑
が
あ
っ
た
。

日
韓
業
務
交
流
で
は
従
来
か
ら
、
実
務
レ
ベ
ル
で
率
直
に
意
見
を

交
換
し
、
経
験
を
分
か
ち
合
っ
て
き
た
が
、
今
回
も
同
様
に
実
り
の

多
い
会
合
と
な
っ
た
。
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
が
開
設
六
〇
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
業
務
革
新
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
に
熱
意

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
初
め
て

児
童
サ
ー
ビ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
が
、
双
方
に
と
っ
て
時
宜
を
得
た

テ
ー
マ
で
あ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国

立
の
児
童
書
専
門
図
書
館
ま
た
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
図
書

館
と
し
て
両
館
は
共
通
の
課
題
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
分
野
に
お
い

て
も
今
後
、
両
国
の
協
力
関
係
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
八
月
二
〇
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
ソ
ウ
ル
で
Ｉ
Ｆ

Ｌ
Ａ
の
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
大
会
期
間
中
に
行
わ
れ
る

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ

(

国
立
図
書
館
長
会
議)

で
は
国
立
中
央
図
書
館
が
会
場

と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
今
回
韓
国
側
か
ら
来
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
ソ
ウ
ル
大
会
に
日
本
か
ら
の
多
数
の
参
加
、
発
表
を
期
待
す
る
と

の
発
言
を
い
た
だ
い
た
。
当
館
と
し
て
も
隣
国
で
開
催
さ
れ
る
国
際

大
会
が
成
功
裏
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
情
報

発
信
の
好
機
と
し
て
積
極
的
に
参
加
、
発
言
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

次
回
の
業
務
交
流
に
つ
い
て
も
来
年
秋
頃
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
す
る
こ

と
で
合
意
し
て
お
り
、
今
後
日
韓
両
国
立
図
書
館
の
交
流
が
い
っ
そ

う
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

(

文
責

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
課
長
補
佐ロー

ラ
ー

ミ
カ)
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ど
も
ー
、
複
写
課
で
す
！
し
お
り
の
宣
伝
で
す
！

☆
し
お
り
の
で
き
る
ま
で
☆

し
お
り
は
、
商
品
名

(

＆
館
内
複
写
係
で
の
愛
称)

｢

ひ
ば
り｣
と
い
う
わ
ら
半
紙
で
す
。
こ
れ
を
、
資

料
保
存
課
の
巨
大
マ
シ
ー
ン
で
じ
ゃ
き
じ
ゃ
き
ー
ん

と
裁
断
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
永
田
町
特
産
自
家
製

し
お
り
な
わ
け
で
。
た
ま
に
太
さ
が
違
う
の
も
手
作

り
の
証
で
す
。

☆
正
し
い
ひ
ば
り
の
使
い
方
☆

複
写
し
た
い
箇
所
の
、
最
初
と
最

後
の
ペ
ー
ジ
に
挟
ん
で
く
だ
さ
い
。

当
館
で
は
、
資
料
を
痛
め
な
い
よ
う
、

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
専
門

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
複
写
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
資
料
保
存
の
た
め
の

配
慮
と
と
も
に
、
著
作
権
法
上
の
理

由
に
よ
る
も
の
で
す
。

申
込
み
さ
れ
た
利
用
者
の
方
は
、

作
業
の
現
場
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
毎
日
、

二
万
五
千
枚
近
い
複
写
申
込
の
あ
る
東
京
本
館
で
は
、

専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
は
い
え
、
ひ
ば
り
が
な
け

れ
ば
、
正
し
く
複
写
希
望
に
応
え
る
の
は
困
難
で
す
。

申
込
書
に
記
入
さ
れ
た
複
写
希
望
ペ
ー
ジ
を
即
座
に

確
認
で
き
る
の
も
、
ひ
ば
り
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
た
か

が
し
お
り
、
さ
れ
ど
し
お
り
…
。
複
写
間
違
い
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
ご
面
倒
で
す
が
ひ
ば
り
の
ご
使
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

☆
正
し
く
な
い
ひ
ば
り
の
使
い
方
☆

館
内
で
よ
く
見
か
け
る
の
が
、
メ
モ
用
紙
代
わ
り

に
し
た
り
、
ガ
ム
を
包
ん
で
捨
て
た
り
、
暇
つ
ぶ
し

に
折
り
紙
代
わ
り
に
し
た
り
…
。
ひ
ば
り
は
愛
情
た
っ

ぷ
り
自
家
製
モ
ノ
で
す
。
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

☆
宿
命
の
ラ
イ
バ
ル
☆

近
年
、
当
館
の
ア
イ
ド
ル
、
ひ
ば

り
に
も
ラ
イ
バ
ル
が
登
場
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
貼
っ
て
は
が
せ
る
ニ

ク
イ
奴
、
糊
つ
き
付
箋
。
当
館
の
資

料
に
も
、
何
気
な
く
貼
っ
て
し
ま
う

方
が
多
い
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
！

糊
が
残
留
し
て
、
資
料
を
痛

め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当

館
の
資
料
は
永
久
保
存
。
孫
・
子
の

代
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
大
事
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
、
利
便
性
の

追
求
は
ち
ょ
っ
と
あ
き
ら
め
て
、
昭
和
な
香
り
漂
う

ひ
ば
り
を
ご
愛
用
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
ひ
ば
り
豆
知
識
☆

一
年
に
使
わ
れ
る
し
お
り
の
数
は
、
東
京
本
館
だ

け
で
、
二
四
五
万
枚
。
縦
に
つ
な
げ
る
と
四
三
〇
㎞
、

東
京
か
ら
金
沢
く
ら
い
で
す
。

(

複
写
課
館
内
複
写
係

真
っ
赤
な
太
陽)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
九
回

�
�
�
�
�

―
初
め
て
尽
く
し
の
万
博
物
語
―

平
成
一
七
年

九
月
二
二
日

(

木)

か
ら

一
一
月
十
五
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
三
三
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設
展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/
/
w
w
w
.n
d
l.

g
o
.jp
/
jp
/
g
a
llery

/
p
erm
a
n
en
t/
in
d
ex
.h
tm
l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本

を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
誌
五
三
三
号
で
は
、
今
回
の
常
設
展

示
の
タ
イ
ト
ル
を

｢

万
国
博
覧
会

―
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
、
は
じ
め
て
の
ば
ん
ぱ
く
―｣

と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、｢

万
国
博
覧
会

―
初
め
て

尽
く
し
の
万
博
物
語
―｣

と
変
更
し
ま
し
た
。



第
一
四
回

納
本
制
度
審
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
七
月
一
三
日
、
第
一
四
回
の
納
本
制
度
審
議
会
が
国

立
国
会
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
館
で
は
、
平
成
一
七
年

五
月
三
一
日
を
も
っ
て
前
期
委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
を
受
け
、

六
月
一
日
付
け
で
、
同
審
議
会
設
置

(

平
成
一
一
年)

以
来
四
期
目

と
な
る
今
期
委
員
の
委
嘱
を
行
っ
た
。
今
回
は
、
期
が
改
ま
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
会
長
の
選
出
等
の
会
の
構
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
審
議
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一

委
員
の
委
嘱
の
報
告

今
期
は
一
七
名
の
委
員

(

名
簿
参
照)

を
委
嘱
し
た
こ
と
を
事
務

局
か
ら
報
告
し
た
。
こ
の
う
ち
一
六
名
に
つ
い
て
は
、
前
期
か
ら
継

続
し
て
委
嘱
を
行
っ
た
。

二

納
本
制
度
審
議
会
の
目
的
お
よ
び
構
成

今
期
委
嘱
後
最
初
の
審
議
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
納
本
制
度
審
議

会
の
目
的
、
所
掌
事
務
、
構
成
等
に
つ
い
て
、
根
拠
規
定
に
即
し
て

事
務
局
か
ら
説
明
し
た
。

三

代
償
金
部
会
所
属
委
員
の
指
名
の
報
告

委
嘱
と
同
日
付
け
で
館
長
が
五
名
の
委
員

(

名
簿
参
照)

を
指
名

し
た
こ
と
を
事
務
局
か
ら
報
告
し
た

(

な
お
、
第
五
回
代
償
金
部
会

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
一
五
ペ
ー
ジ
参
照)

。

四

会
長
の
選
出
お
よ
び
会
長
代
理
の
指
名

委
員
の
互
選
に
よ
り
、
衞
藤
瀋
吉
委
員
が
会
長
に
選
出
さ
れ
、

衞
藤
会
長
が
公
文
俊
平
委
員
を
会
長
代
理
に
指
名
し
た
。

五

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
利
用
に
関
す
る
制
度
化
基

本
方
針

(

改
訂
第
二
版)｣

に
つ
い
て

(

ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ

制
度
化
推
進
本
部
長)

平
成
一
六
年
一
二
月
九
日
の
納
本
制
度
審
議
会
答
申

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
電
子
出
版
物
の
収
集
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て｣

(

本
誌
五
二
六
号
参
照)

に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

の
収
集
に
関
す
る
制
度
の
骨
格
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
立

国
会
図
書
館
で
は
、
制
度
構
築
へ
向
け
た
検
討
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

三
月
に
は

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
利
用
に
関
す
る
制
度

化
基
本
方
針｣

を
と
り
ま
と
め
、
三
月
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第

一
三
回
の
当
審
議
会
で
も
報
告
し
、
出
席
者
か
ら
の
意
見
を
承
っ
た

(

本
誌
五
三
〇
号
参
照)

。

こ
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
も
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
た
一
般
か
ら
の
意
見
募
集
、
出
版
・
著
作
権
関
連
団
体

へ
の
説
明
お
よ
び
意
見
聴
取
、
各
行
政
省
庁
そ
の
他
関
係
機
関
へ
の

説
明
な
ど
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
を
ふ
ま
え
て
、

二
次
に
わ
た
る
改
訂
を
行
っ
た
の
で
、
今
回
の
審
議
会
で
は
、
同
基
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本
方
針
の
と
り
ま
と
め
に
当
た
っ
た
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
制
度
化
推

進
本
部
の
本
部
長

(

総
務
部
長)

か
ら
、
改
訂
箇
所
と
そ
の
考
え
方

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

大
き
な
変
更
点
は
、
自
動
収
集
に
つ
い
て
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
は
、
と
り
わ
け
個
人
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
著
作
権
侵
害
の

情
報
、
人
権
侵
害
・
名
誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
情
報
、
わ
い

せ
つ
物
、
児
童
ポ
ル
ノ
、
犯
罪
教
唆
情
報
等
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま

た
、
当
館
が
個
人
の
サ
イ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
ウ
ェ
ブ
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
多
様
な
意
見
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
に

か
ん
が
み
、
対
象
を
国
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
、
大
学
、

学
校
、
公
益
法
人
な
ど
公
共
性
の
高

い
機
関
の
サ
イ
ト
に
あ
る
情
報
に
限

る
こ
と
と
し
た
点
で
あ
る
。

六

今
後
の
日
程

(

案)

に
つ
い
て

現
在
の
と
こ
ろ
、
納
本
制
度
審
議

会
へ
の
諮
問
は
な
い
が
、
当
館
か
ら

の
報
告
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、

会
長
と
相
談
の
上
、
随
時
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
い
旨
を
事
務
局
か
ら
説

明
し
、
了
承
を
得
た
。

七

事
務
局
か
ら
の
報
告

事
務
局
か
ら
、
平
成
一
六
年
度
出

版
物
納
入
状
況
、
平
成
一
七
年
度
代

償
金
予
算
お
よ
び
平
成
一
六
年
度
代

償
金
支
出
実
績
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
出
版
物
納
入

状
況
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
三
回
審
議
会
に
お
い
て
も
本
年
二
月
分

ま
で
の
数
字
に
基
づ
く
仮
の
報
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平

成
一
六
年
度
分
の
統
計
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
回
、

あ
ら
た
め
て
正
式
な
報
告
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
納
本
制
度
審
議
会
の
議
事
録
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(｢

国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て｣

―

｢

納
本
制
度｣

―

｢

納
本
制
度

審
議
会｣)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

納
本
制
度
審
議
会
事
務
局

(

国
立
国
会
図
書
館
収
集
部)
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新
宿
サ
ブ
ナ
ー
ド
30
年
の
あ
ゆ
み

30
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

新
宿
地
下

駐
車
場
刊

(

〒
160-
0021

新
宿
区
歌
舞
伎
町
一－

二－

二)

二
〇
〇
三
・
九

二
一
四
頁

Ａ
４

(D
H

22-H
224)

本
書
は
、
新
宿
サ
ブ
ナ
ー
ド
の
創
業
三
○
周
年
記

念
と
し
て
平
成
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
宿
地
下
駐

車
場
株
式
会
社

(

以
下
、(

株)

新
宿
地
下
駐
車
場)

の
社
史
で
あ
る
。
本
編
と
資
料
編
と
か
ら
な
り
、
資

料
編
に
は
会
社
の
概
要
、
サ
ブ
ナ
ー
ド
出
店
店
舗
の

推
移
等
の
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

新
宿
サ
ブ
ナ
ー
ド
と
い
え
ば
、
新
宿
駅
か
ら
歌
舞

伎
町
へ
と
直
結
す
る
地
下
街
で
、
雨
の
日
で
も
快
適

に
食
事
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
人
通
り
の
多
い
新
宿
の

便
利
な
抜
け
道
と
し
て
も
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
、

地
下
に
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
な
空
間
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
サ
ブ
ナ
ー
ド
を
運
営
し
て
い
る
の
が

地
下
駐
車
場
の
会
社
で
あ
っ
た
と
は
、
私
は
意
外
の

感
に
打
た
れ
た
。

さ
ら
に
、
そ
ん
な
意
外
な
社
名
の
背
景
に
あ
る
歴

史
的
経
緯
に
、
私
は
二
度
驚
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
サ
ブ
ナ
ー
ド
の
あ
る
新
宿
区
歌
舞
伎
町
の

一
帯
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
民
間
の
活
力
を
背

景
に
め
ざ
ま
し
い
復
興
を
と
げ
た
地
域
で
あ
る
。
昭

和
三
○
年
代
に
入
る
と
、
歌
舞
伎
町
へ
と
向
か
う
人

の
流
れ
は
激
増
し
、
車
両
と
の
交
通
事
故
の
多
発
が

問
題
化
し
た
。
地
元
有
志
に
よ
る
協
同
組
合
歌
舞
伎

町
振
興
会
は
、
東
京
都
が
打
ち
だ
し
た
歩
道
橋
建
設

案
に
反
対
し
、
そ
の
代
替
案
と
し
て
地
下
通
路
の
建

設
を
都
に
陳
情
し
た
。
彼
ら
の
念
頭
に
は
、
そ
れ
以

前
に
副
都
心
と
し
て
再
開
発
を
進
め
て
い
た
新
宿
駅

西
口
の
地
下
広
場
の
存
在
が
あ
っ
た
。
地
下
通
路
の

実
現
に
は
、
交
通
問
題
の
打
開
と
と
も
に
東
口
方
面

の
都
市
再
開
発
を
進
め
、
さ
ら
な
る
地
域
の
発
展
を

実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

一
方
、
昭
和
三
五
年
、
都
は

｢

東
京
都
駐
車
場
整

備
計
画｣

を
策
定
、
地
下
駐
車
場
を
含
む
各
種
駐
車

場
の
整
備
を
課
題
と
し
て
お
り
、
官
の
み
な
ら
ず
民

間
の
事
業
者
も
そ
の
計
画
の
実
行
者
と
な
り
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
歌
舞
伎
町
振
興
会
を
中
心

に
地
元
資
本
が
加
わ
り
、
新
宿
東
口
地
下
駐
車
場

(

株)

創
立
事
務
所
が
発
足
す
る
。
す
な
わ
ち
、
地
下

駐
車
場
を
中
心
に
す
え
、
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で
地

下
通
路
、
さ
ら
に
は
地
域
の
再
開
発
を
も
実
現
さ
せ

よ
う
と
い
う
計
画
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
頃
、
建
設
費
の
調
達
、
そ
の
後
の
経
営
管
理
の
観

点
か
ら
付
帯
事
業
と
し
て
地
下
商
店
街
を
併
設
す
る

案
も
生
ま
れ
、
構
想
の
全
体
像
が
結
ば
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
地
下
商
店
街
が
サ
ブ
ナ
ー
ド
と
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
地
域
の
振
興
を
願
う
地
元
の
人
々
の
活

動
が
、
そ
の
実
現
へ
と
進
む
過
程
で
、
駐
車
場
の
建

設
や
交
通
事
情
の
改
善
と
い
っ
た
東
京
都
の
都
市
機

能
整
備
政
策
を
受
容
し
て
い
っ
た
結
果
、
誕
生
し
た

の
が
、
こ
の(

株)

新
宿
地
下
駐
車
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
民
間
の
株
式
会
社
が
こ
の
よ
う
な
大
規

模
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
手
続

き
と
し
て
は
東
京
都
の
都
市
計
画
決
定
を
受
け
、
国

土
交
通
省
の
認
可
を
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
事
態
は

順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
本
書
の
内
容
の
大
部
分

は
、
次
か
ら
次
へ
と
や
っ
て
く
る
困
難
の
記
述
に
費

や
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。
ま
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ず
、
高
架
道
路
や
地
下
鉄
一
三
号
線
の
建
設
な
ど
他

の
都
市
事
業
と
の
兼
合
い
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

上
下
水
道
等
を
通
す
た
め
の
共
同
洞
道
の
建
設
の
た

め
に
は
当
初
の
地
下
二
階
構
造
が
三
階
に
変
更
さ
れ

る
な
ど
大
き
な
修
正
を
強
い
ら
れ
、
建
設
費
は
莫
大

に
膨
れ
上
が
っ
た
。
会
社
と
し
て
正
式
に
始
動
し
、

国
土
交
通
省
の
認
可
を
得
た
後
も
、
資
金
繰
り
の
苦

し
さ
か
ら
一
時
は
工
事
が
中
断
し
、
再
び
二
階
構
造

へ
と
設
計
の
大
幅
な
変
更
を
す
る
等
の
曲
折
を
経
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
サ
ブ
ナ
ー
ド
開
業
後
も
、
華
や

か
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
街
が
展
開
す
る

陰
で
、
債
務
償
還
の
た
め
の
社
員
の
奮
闘
が
続
い
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
で
興
味
深
い
こ
と
の
ひ
と
つ

が
、
上
記
の
よ
う
な
苦
労
の
歴
史
の
再
構
成
が
主
に

Ｏ
Ｂ
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
残
存
す
る
資
料
が
き
わ

め
て
少
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
。
資
料
が
残
っ

て
い
な
い
こ
と
は
残
念
な
こ
と
だ
が
、
そ
の
た
め
に

か
え
っ
て
、
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
の
な
い
当
時
を

知
る
人
々
の
言
葉
が
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
と
が
き
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。｢

資
料

が
少
な
い
と
い
う
事
実
が
当
社
の
歴
史
で
、
資
料
を

残
す
ゆ
と
り
も
な
く
、
当
時
の
諸
先
輩
方
は
働
き
続

け
て
い
た｣

。
こ
こ
に
は
、
社
史
編
さ
ん
者
の
先
人

た
ち
へ
の
敬
意
と
そ
う
し
た
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
会
社
に
対
す
る
誇
り
が
読
み
と
れ
る
。
会
社
と
し

て
社
史
を
編
さ
ん
す
る
こ
と
の
意
義
が
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
ひ
と
つ
に
は
、
過
去
を
物
語
る
こ
と
で
作

り
あ
げ
た
歴
史
の
つ
な
が
り
の
中
に
、
現
在
の
会
社

を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
は
、
会
社
の
将
来
へ
の
方
向
性
を
示
す
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

さ
て
、(

株)

新
宿
地
下
駐
車
場
は
、
平
成
九
年
度
、

開
業
二
四
年
目
に
し
て
累
積
赤
字
の
解
消
を
達
成
し

た
。
こ
れ
は
、
こ
の
会
社
が
新
た
な
地
平
に
進
ん
だ

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年

｢(

財)

都
市
み
ら
い
推
進
機
構｣

に

よ
る

｢

靖
国
通
り
地
下
空
間
整
備
計
画｣

が
策
定
さ

れ
、
地
下
鉄
一
三
号
線
建
設
と
も
係
る
地
下
歩
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
お
よ
び
公
共
駐
車
場
の
設
置
の
必

要
性
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、(

株)

新
宿
地

下
駐
車
場
は
、
延
伸
と
い
う
新
た
な
課
題
に
向
か
う

こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
民

間
主
体
で
は
な
く
公
共
と
の
協
働
の
形
が
模
索
さ
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
今
後
も
地
下
空
間
の

開
発
は
、
都
市
の
高
度
利
用
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

(
石い
し

澤ざ
わ

文あ
や)
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国際子ども図書館展示会
｢ゆめいろのパレット�－野間国際絵本原画コンクール入賞作品
アジア・アフリカ・ラテンアメリカから｣ 開催のお知らせ

開催期間 ： 平成17年10月１日(土) ～ 平成18年１月15日(日)

休 館 日 ： 月曜日､ 国民の祝日・休日､

年末年始 (12月28日～１月４日)､

資料整理休館日 (毎月第３水曜日)

開催時間 ： 午前９時30分 ～ 午後５時

会 場 ： 国際子ども図書館３階本のミュージアム

お 知 ら せ



�
�

�
�

法
規
の
制
定

(

規
則
第
二
号)

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充

に
関
す
る
調
査
会
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

(

平
成
十
七
年
八
月
十
一
日
制
定)

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関

す
る
調
査
会
規
則

(

平
成
十
六
年
国
立
国
会
図
書
館

規
則
第
三
号)

は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
八
月
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

お
も
な
人
事

内
閣
府
事
務
官

山
田

務

国
立
国
会
図
書
館
支
部
公
正
取
引
委
員
会
図
書
館
長

を
免
ず
る

内
閣
府
事
務
官

松
尾

勝

国
立
国
会
図
書
館
支
部
公
正
取
引
委
員
会
図
書
館
長

を
命
ず
る

以
上
平
成
十
七
年
六
月
二
十
四
日
付
け

内
閣
府
事
務
官

坂
下

信
之

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

免
ず
る

内
閣
府
事
務
官

山
崎

速
人

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

命
ず
る

財
務
事
務
官

細
谷

章

国
立
国
会
図
書
館
支
部
財
務
省
図
書
館
長
を
命
ず
る

内
閣
府
事
務
官

柿
本

譲

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

財
務
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

篠
原

弘

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

財
務
事
務
官

永
井

薫

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
勤
務
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
け

環
境
事
務
官

白
石

順
一

国
立
国
会
図
書
館
支
部
環
境
省
図
書
館
長
を
免
ず
る

環
境
技
官

藤
倉
ま
な
み

国
立
国
会
図
書
館
支
部
環
境
省
図
書
館
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
七
年
七
月
二
十
日
付
け

国
土
交
通
事
務
官

道
明

昇

国
立
国
会
図
書
館
支
部
国
土
交
通
省
図
書
館
長
を
免

ず
る平

成
十
七
年
八
月
一
日
付
け

国
土
交
通
事
務
官

山
内

一
良

国
立
国
会
図
書
館
支
部
国
土
交
通
省
図
書
館
長
を
命

ず
る平

成
十
七
年
八
月
二
日
付
け

(

総
務
部
副
部
長
・
総
務
課
長
事
務
取
扱)

参

事

塚
本

孝

総
務
部
総
務
課
長
事
務
取
扱
を
解
く

(

総
務
部
付
主
任
参
事)

同

矢
部

明
宏

総
務
部
総
務
課
長
を
命
ず
る

参
議
院
参
事

小
沼

敦

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
兼
ね
て
任
命
す
る

以
上
平
成
十
七
年
九
月
一
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
が
あ
っ
た

記

(

元
専
門
調
査
員)

森
田
康
之
助

正
四
位
に
叙
す
る

平
成
十
七
年
七
月
四
日
付
け
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カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

二
八
五
号

Ａ
４

一
八
頁

G
o
o
g

le

が
図
書
館
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
／

Ｒ
Ｓ
Ｓ
の
発
展
と
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
へ
の
応
用
／
発

展
途
上
国
に
お
け
る
学
術
情
報
流
通
と
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
／
大
学
に
お
け
る
剽
窃
行
為
と
そ
の
対
策
―

英
国
・
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
を
中
心
に
―

＜

動
向
レ
ビ
ュ
ー＞

英
国
の
公
共
図
書
館
政
策
へ
の

批
判
と
提
言
／
米
国
政
府
刊
行
物
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ

の
進
展

季
刊

四
二
〇
円

(
日)

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説

第
二
二
五
号

Ａ
４

二
一
二
頁

【
特
集

諸
外
国
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
政
策
及
び
立
法
動
向
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
政
策
動
向
と
今
後
の
展
望

(

総
論)

／
米
国
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
制
―
連

邦
法
を
中
心
に
―
／
米
国
に
お
け
る
州
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
法
制
―
Ｒ
Ｐ
Ｓ
を
中
心
に
―
／
イ
ギ
リ

ス
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
制
／
フ
ラ
ン
ス
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
策
／
ド
イ
ツ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
法
／
ロ
シ
ア
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
政
策
動
向
と
利
用
の
現
状
／
韓
国

に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
立
法
動

向
／
中
国
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
立
法
動
向
／
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
法
制
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
法
的
枠
組
み

【
翻
訳
・
解
説
】
テ
リ
・
シ
ャ
イ
ボ
事
件
に
お
い
て

制
定
さ
れ
た
二
つ
の
法
律
を
め
ぐ
る
問
題
点
／

２
０
０
５
年
重
大
組
織
犯
罪
及
び
警
察
法
―

｢

イ
ギ

リ
ス
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ｣

設
置
へ

【
短
信
】
連
邦
判
事
の
承
認
を
め
ぐ
る
上
院
の
対
立

(

ア
メ
リ
カ)

／
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
議
会
改
革
―
小

選
挙
区
制
の
廃
止
と
社
会
会
議
の
創
設

(

ロ
シ
ア)

／
低
出
産
・
高
齢
社
会
基
本
法
の
制
定

(

韓
国)

／

地
方
分
権
化
と
地
方
自
治
―
ア
チ
ェ
州
特
別
自
治
法

に
注
目
し
て
―

(

イ
ン
ド
ネ
シ
ア)

季
刊

一
、
八
九
〇
円

(

紀)

(IS
B

N
4-87582-620-6)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
五
五
号

Ａ
４

九
八
頁

米
欧
関
係
に
み
る
同
盟
の
今
日
の
課
題
／
種
苗
法

の
沿
革
と
知
的
財
産
保
護
／
性
犯
罪
者
情
報
の
管
理
・

公
開

(

諸
外
国
の
制
度)
／
在
欧
米
軍
の
現
状
と
再

編
の
動
向
／
台
湾
第
７
次
憲
法
改
正
と
憲
政
改
革

(

短
報)

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
渋
谷
区
東
三

一
三

一
一

(

紀)

紀
伊
國
屋
書
店(

〒150
-8513

)

〇
三(

五
四
六
九)

五
九
一
八

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

第
五
回
納
本
制
度
審
議
会
代
償
金
部
会

の
開
催

平
成
一
七
年
七
月
一
三
日
、
第
五
回
の
納
本

制
度
審
議
会
代
償
金
部
会
が
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
第
一
四
回
納
本
制

度
審
議
会

(

一
〇
ペ
ー
ジ
参
照)

終
了
後
に
開

催
さ
れ
た
。

代
償
金
部
会
は
、
納
本
制
度
審
議
会
に
常
置

さ
れ
る
機
関
で
あ
り
、
同
審
議
会
の
所
掌
事
務

の
う
ち
、
国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
五
条
第
三

項
に
規
定
す
る
代
償
金
の
額
に
関
す
る
事
項
を

担
当
し
て
い
る
。

当
館
で
は
、
納
本
制
度
審
議
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
本
年
六
月
一
日
付
け
で
新
た
に

委
員
の
委
嘱
を
行
う
と
と
も
に
、
五
名
の
同
部

会
所
属
委
員
を
館
長
が
指
名
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
指
名
を
受
け
、
部
会
長
選
出

NDL news 当館の最近の動き
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等
の
会
の
構
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
開

催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

議
事
で
は
、
所
属
委
員
の
互
選
に
よ
り
、

紋
谷
暢
男
委
員
が
部
会
長
に
選
出
さ
れ
、
紋
谷
部

会
長
が
合
庭
惇
委
員
を
部
会
長
代
理
に
指
名
し
た
。

平
成
一
七
年
度
図
書
館
員
の
た
め
の

利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

七
月
二
〇
日
、
東
京
本
館
に
お
い
て
標
記
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
催
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
各

種
図
書
館
の
協
力
業
務
担
当
者
で
当
館
の
図
書
館

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
経
験
が
浅
い
職
員
に
対
し
、

各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
平
成
一
四
年
度
か
ら
毎
年
、
関

西
館
で
開
催
し
て
い
た
が
、
今
回
は
じ
め
て
東
京

本
館
を
会
場
と
し
、
公
共
・
大
学
・
専
門
図
書
館

等
三
〇
館
か
ら
三
〇
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

当
日
は
、
児
玉
史
子
資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
企
画
課
長
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
貸
出
し
・
複
写
サ
ー
ビ
ス

お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

各
担
当
者
が
申
込
手
順
、
利
用
上
の
注
意
点
等
を

説
明
し
た
。
そ
の
後
、
閲
覧
室
や
書
庫
を
見
学
し
、

最
後
に
質
疑
応
答
を
行
っ
て
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
終

了
し
た
。

世
界
図
書
館
情
報
会
議
／
第
七
一
回
国
際

図
書
館
連
盟(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

大
会
お
よ
び
第

三
二
回
国
立
図
書
館
長
会
議(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ)

八
月
一
四
〜
一
八
日
、
二
〇
〇
五
年
の
世
界
図

書
館
情
報
会
議
／
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
が

｢

図
書
館
‐

発
見
の
旅｣

を
テ
ー
マ
に
、
オ
ス
ロ

(

ノ
ル
ウ
ェ
ー)

で
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
安
江
明
夫
副
館

長
、
村
山
�
雄
国
際
子
ど
も
図
書
館
長
、
鎌
田
文
彦

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
課
長
、

小
林
直
子
収
集
部
資
料
保
存
課
課
長
補
佐
、

稲
濱
み
の
る
書
誌
部
逐
次
刊
行
物
課
課
長
補
佐
が

参
加
し
た
。
大
会
期
間
中
に
開
か
れ
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ

に
は
、
黒
澤
�
雄
館
長
の
代
理
と
し
て
安
江
明
夫

副
館
長
が
出
席
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
合
の
報
告
は
、

本
誌
一
二
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー

八
月
二
四
日
と
二
五
日
、
文
部
科
学
省
主
催
の

｢

子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー｣

に
参
加
し
、
東
京
本

館
に
お
い
て
、
小
中
学
生
を
対
象
に
見
学
を
行
っ

た
。
見
学
は
計
四
回
実
施
し
、
合
わ
せ
て
七
四
名

(

う
ち
子
ど
も
四
三
名)

が
参
加
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
当
館
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
新
館
書
庫
の
地
下
八
階
ま
で
あ
る

吹
き
抜
け
部
分
に
下
り
た
。
地
下
三
〇
メ
ー
ト
ル

の
深
さ
が
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、

二
四
日
は
、
資
料
の
保
存
・
修
復
の
現
場
を
見
学

し
、
本
づ
く
り
を
体
験
し
た

(

写
真)

。
二
五
日
は
、

和
図
書
の
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ご 案 内

平成17年度アジア情報研修

昨年度にひきつづきアジア情報研修を実施いたします｡ この研修は､ 国立国会図書

館が行うアジア情報関連の図書館協力業務の進展を図るとともに､ 国内図書館職員の

アジア情報の収集と提供に関する知識とスキルの向上を目的としています｡

日 程：平成17年11月24日(木)､ 25日(金) の２日間｡

場 所：国立国会図書館関西館第１研修室

対 象：アジア情報関連業務を担当する大学図書館､ 専門図書館および公共図書館等

の職員｡

テーマ：東アジア情報の検索と情報ニーズへの対応

内容・講師

第１日：11月24日(木)

10：00 ガイダンス

10：30 日韓学術書籍の相互流通－過去・現在､ 今後の展望

―日本語と共に歩んだ一韓国書店人の45年

㈲京都金生堂 キム・ソンチョン (金星天) 氏

13：00 環日本海関係資料・情報の提供

鳥取県立図書館環日本海交流室 ソル・マルチャ (薛末子) 氏

14：30 アジア情報検索入門－インターネット情報を中心に

関西館資料部アジア情報課

16：00 研修生との交流

第２日：11月25日(金)

10：00 韓国史研究・教育の社会資本―大学・学会・ツール

東京大学大学院人文社会系研究科教授 吉田光男氏

13：00 漢籍の扱い方－日本における漢籍を中心に

大阪学院大学国際学部教授 土屋紀義氏

15：00 関西館見学－アジア情報室を中心に

定 員：20名程度

申込み方法：住所､ 氏名､ 年齢､ 所属､ 連絡先､ 職歴および現在の業務内容､ これま

で従事したアジア関係業務の内容､ アジア言語学習歴を記入の上､ 所属

機関を通じて郵送または FAXでお申し込みください｡ 締切は平成17年

10月28日(金) 当日消印有効です｡ なお､ 申込み多数の場合はやむを得ず

参加をご遠慮いただくことがあります｡

申込み・問合せ先 国立国会図書館関西館資料部アジア情報課

〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台8-1-3

電話 0774-98-1371(直通) FAX 0774-94-9115
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国

展示会

東 京 会 場 ： 国立国会図書館東京本館新館１階展示室

会 期 ： 平成17年10月14日(金) から 10月27日(木) まで

開催時間 ： 平日 9：30～ 19：00 ／ 土・日曜日 9：30～ 17：00

関 西 会 場 ： 国立国会図書館関西館地下1階大会議室

会 期 ： 平成17年11月15日(火) から 11月28日(月) まで

開催時間 ： 10：00～ 18：00

東京・関西ともに､ 展示会は入場料無料

会期中無休で年齢制限はありません｡

出陳協力：財団法人 東洋文庫

公開講演会 (申込制､ 先着順､ 参加無料)

東 京 会 場 ： 10月22日(土) 13：30～ 15：00 東京本館新館講堂

関 西 会 場 ： 11月19日(土) 13：30～ 15：00 関西館第１研修室

お申込み方法 ： お名前､ 住所､ 電話番号､ 会場の別を明記の上､ 往復は

がきまたは E-mailで下記宛お申し込みください｡

往復はがき 〒100-8924 東京都千代田区永田町1-10-1

国立国会図書館主題情報部参考企画課

E-mail tokuten@ndl.go.jp

締 切：(往復はがき・E-mail共通) 東京会場：10月７日(金) 必着

関西会場：11月４日(金) 必着

ご注意：各お申込みにつき､ １名様のご応募でお願いいたします｡

『梅図百花画譜』
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53
東京本館・関西館 特別展示のお知らせ

描かれた動物・植物
江戸時代の博物誌

当館は､ 東京本館および関西館において､ 特別展示 ｢描かれた動物・植物―江

戸時代の博物誌―｣ を開催し､ 江戸時代の博物誌資料160点を展示します｡ 会期

中には､ 磯野直秀氏 (慶應義塾大学名誉教授) による公開講演会も開催します｡

江戸時代の日本では､ 学問的なものから生活や医薬､ 文学､ 趣味などに至るま

で､ 動植物をとりあげた博物誌やその周辺の書物が数多く著され､ 現在も多くの

資料が伝存しています｡ なかでも当館は､ 白井文庫と伊藤文庫を中核とする数千

点の博物誌資料を蔵する宝庫といえます｡ 今回の展示では､ こうした博物誌の歴

史を俯瞰できる資料､ 江戸時代の人々が残した美しい動植物の図画資料､ 小野蘭

山､ 栗本丹洲､ 伊藤圭介といった時代を代表する学者による自筆資料など､ 当館

の所蔵する貴重な資料を一堂に展示します｡

なお､ この展示会は､ 当館ホームページ上の電子展示会 (URL：http://www.

ndl.go.jp/nature/) でもご覧いただけます｡

『 翻 車 考 』
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＜立法調査サービス＞

調査局では､ 所蔵資料やデータベースを使って､ 内外の政治・経済・社会などに関

する調査や情報サービスを行っています｡ 平成16年度に調査局が行った依頼に基づく

調査は34,014件でした｡ そのうち､ 国会議員および国会関係者に対する調査の内訳は

左ページ表３のとおりです｡ 文書による回答も増加傾向にありますが､ 資料による回

答が高い比重を占めています｡ 平成16年10月から､ 図書館資料およびその複写物等を

議員会館まで配送するサービスに加えて､ 議員会館における貸出し資料回収サービス

を開始しました｡ 調査局では､ 国会で議論の対象になると予測される事項の調査も行っ

ており､ その成果は 『レファレンス』 等の刊行物や国会向けホームページ ｢調査の窓｣

で提供しています｡ ｢調査の窓｣ は国会WANにより提供してきましたが､ 平成16年

４月から､ 国会議員が地元事務所など国会外から利用することを可能とするため､ イ

ンターネットによる提供を開始しました｡ そのほかに､ 立法調査サービスの組織・基

盤整備の一環として､ 平成16年10月､ 国会議員公設秘書のための特別研究室を東京本

館5階に設置しました｡ また､ 東京本館６階に設置している議員閲覧室および議員研究

室は､ 国会閉会中の開室時間を２時間延長し､ 午後７時までとしました (国会開会中

は従来通り午後８時までです)｡

＜図書館サービス＞

国会議事堂の中央部４階に位置する国会分館は､ 国政審議に役立つ資料と最新の情

報を整備して､ 国会議員および国会関係者に対して迅速な図書館サービスを提供して

います｡ 平成15年に導入した国会分館情報システムに登録された利用者カードの発行

者数は､ 平成17年３月末現在で､ 議員秘書652名､ 国会関係者1,154名､ その他216名､

合計2,012名であり､ 前年度に比較して大幅に増加しました｡ 平成16年度の利用状況は､

表４のとおりです｡ なお､ 調査局および国会分館以外で行った国会への図書館サービ

スの状況は､ 表５のとおりです｡

表４ 国会分館利用状況

入館者数
(人)

貸 出 し 複 写
(件)

レファレンス
(件)人数 (人) 冊数 (冊)

国 会 議 員 1,201 2,561 5,425 7,325 3,989

国会関係者 53,682 8,488 17,273 1,972 1,021

計 54,883 11,049 22,698 9,297 5,010

表５ 国会への図書館サービス状況

貸出冊数 (冊)
レファ
レンス
(件)

東京本館 関 西 館 国 際
こども
図書館

計
図 書 雑 誌 専門資料 図 書 雑 誌 専門資料

国 会 議 員 11,167 3,504 241 20 8 33 337 15,310 38

国会関係者 2,885 2,745 52 12 0 5,694 44

計 14,052 6,249 293 73 337 21,004 82
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＜書誌情報の提供＞

当館では､ 国内で刊行された出版物の記録と

して 『日本全国書誌』 を編さんして､ ホームペー

ジ上で公開しています｡ また､ 作成した書誌情

報を一括して検索することができる目録 ｢国立

国会図書館蔵書検索・申込システム (NDL-

OPAC)｣ をホームページ上で提供しています｡

平成16年９月にはインターネット用 NDL-OPAC

英語版を公開しました｡ 平成16年度の書誌デー

タベースへの新規入力書誌レコード件数は､ 和

図書152,700件､ 洋図書27,044件､ 和逐次刊行物

3,321件､ 洋逐次刊行物899件､ 国内刊行雑誌収

録の雑誌論文391,740件などです｡ 平成16年度末

現在の資料群別書誌データ提供件数一覧は､

表２のとおりです｡

国会に対するサービス
当館は､ 国会議員や国会関係者に対して､ 国

政課題に関する各種の調査および情報提供サー

ビス (立法調査サービス) と､ 図書館資料の閲

覧・貸出し・複写・レファレンスなどのサービ

ス (図書館サービス) を､ 調査及び立法考査局

(以下 ｢調査局｣) と国会分館を中心に全館的な体制で行っています｡

表２ NDL-OPACによる
書誌データ提供件数一覧

書誌データ (資料群別) 件 数

和図書 3,139,829

洋図書 1,049,206

和雑誌新聞 124,261

洋雑誌新聞 55,282

電子資料 18,387

和古書・漢籍*1 59,248

博士論文 334,763

地 図 58,242

音楽録音・映像資料 38,440

蘆原コレクション*2 67,718

雑誌記事索引 6,477,302

規格・テクニカル
リポート類

1,916,189

点字図書・録音図書
全国総合目録

310,580

日本占領関係資料*2 *3 259,252

プランゲ文庫*2 *3 32,227

*１ 平成16年11月､ 古典籍資料から変更
*２ 平成16年５月､ 新規追加
*３ データの公開範囲は館内用に限り､
インターネット用では提供していない

表３ 国会議員および国会関係者に対する調査業務の状況 (単位 件)

依頼者 衆議院議員 参議院議員 前・元議員 事務局 政 党 計

処 理 件 数 18,816 12,151 874 461 1,266 33,568

種

別

分 析 12 0 0 2 2 16

調 査 15,278 9,701 553 438 1,131 27,101

文 献 3,526 2,449 321 21 133 6,450

起 草 0 1 0 0 0 1

調
査
対
象

国 内 12,435 7,836 661 95 706 21,733

国 外 3,499 2,433 123 346 390 6,791

内 外 2,775 1,810 89 19 163 4,856

そ の 他 107 72 1 1 7 188

回

答

方

法

口

頭

電 話 481 317 15 29 33 875

面 談 221 116 29 10 19 395

会議参加 27 0 0 14 8 49

資
料
貸出し・
複 写 等

16,154 10,538 752 230 987 28,661

文

書

調査報告 1,817 1,094 70 173 206 3,360

文献目録 98 66 8 3 13 188

翻 訳 18 20 0 2 0 40
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＜収 集＞

平成16年度の図書および逐次刊行物の受入数は､ 和漢書181,052冊､ 洋書45,647冊､

雑誌407,448冊､ 新聞196,392点でした｡ 非図書資料の受入数は､ マイクロフィルム44,872

巻､ マイクロフィッシュ259,508枚､ ビデオディスク (DVD-V､ LD等) 6,765枚､

ビデオカセット3,329巻､ レコード (含 音楽 CD) 15,925枚､ 光ディスク (CD-ROM､

DVD-ROM等) 6,219枚等でした｡ 当館では､ 資料を買う (＝購入)､ 国内の官庁およ

び民間の出版社から納本される (＝納入)､ 国内外の個人や団体から寄贈を受ける (＝

寄贈)､ 国際機関や外国政府等との交換により入手する (＝国際交換) などの方法によっ

て収集します｡ 和漢書､ 洋書､ 雑誌､ 新聞の４種類の資料群について､ 収集方法別の

割合を図に示しました｡

＜電子図書館の蔵書＞

当館ホームページから直接電子媒体の資料が閲覧できる ｢電子図書館の蔵書｣ には､

貴重書画像データベース､ 近代デジタルライブラリー､ インターネット資源選択的

蓄積実験事業 (WARP) があります｡ また､ 国際子ども図書館のホームページでは､

児童書デジタルライブラリーを提供しています｡ それぞれ平成12年３月､ 平成14年10

月､ 同11月､ 平成15年４月から提供しています｡

貴重書画像データベースは､ 当館が所蔵する貴重な歴史的文化財を広く一般に紹介

することを目的とした画像データベースです｡ 平成16年度末の時点で和漢書243タイト

ル (21,067コマ) と錦絵526タイトル (12,292コマ) の計769タイトル (33,359コマ) を

提供しています｡ 近代デジタルライブラリーは､ 当館所蔵の明治期刊行図書の画像デー

タベースですが､ 平成16年度には約3,200タイトル (約590,000コマ) を追加し､ 年度

末時点での提供資料数は約35,000タイトル (約6,600,000コマ) となりました｡ WARP

は､ ネットワーク系電子情報資源を収集・組織化・蓄積する実験事業で､ 平成16年度

末までに､ 権利者の許諾を得て､ 電子雑誌コレクション1,496タイトル､ ウェブコレク

ション (政府機関・協力機関) 1,342タイトルを蓄積しました｡ 児童書デジタルライブ

ラリーは､ 著作権保護期間の終了した国内刊行児童図書322タイトルを提供しています｡

図 資料受入状況

10 30 50 70 900 20 40 60 80 100 (％)

和漢書
(181,052冊)

洋 書
( 45,647冊)

雑 誌
(407,448冊)

新 聞
(196,392点)

購入 (国内) 購入 (国外) 納入 (官庁出版物)
納入 (民間出版物) 有償 納入 (民間出版物) 無償 その他
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国立国会図書館では､ 前年度の活動報告と基本統計を収録した 『国立国会図書館年

報』 を毎年刊行しています｡ 年報は､ 国会に提出するとともに､ 国内の主要な図書館

等に配布し､ 平成14年度版からは当館ホームページにも掲載しています｡

平成16年度は､ 10月に東京本館の新装開館を行い､ 開館日・開館時間の拡大や､

新システムによる利用の効率化など､ サービスを拡充しました｡ また､ 平成15年度に

策定した ｢国立国会図書館ビジョン2004｣ に盛られた内容の実現を目指し､ 業務の効

率的な運営を図り､ 国民に対する説明責任を果たすために､ 活動評価制度を導入しま

した｡

ここでは､ まもなく刊行される平成16年度版年報の統計データを中心に､ 平成16年

度における当館の活動状況をご紹介します｡ 今号では､ サービス提供を支える蔵書の

構築と書誌情報の提供､ そして国会に対するサービスについて､ 次号では行政司法各

部門に対するサービスと一般公衆に対するサービスを中心に取り上げます｡

蔵書の構築と書誌情報の提供
＜蔵 書＞

当館では､ 国内外の資料を幅広く収集し､ 蔵書の充実に努めています｡ 平成16年度

末の当館の蔵書は､ 図書が8,369,233冊､ 逐次刊行物が187,342種です｡ それぞれの内訳

と非図書資料の所蔵数は表１のとおりです｡

表１ 資料所蔵統計
(3) 非図書資料

(1) 図書 (単位 冊)
マイクロフィルム ( 巻 )
マイクロフィッシュ ( 枚 )
マイクロプリント ( 枚 )
ビ デ オ デ ィ ス ク ( 枚 )
ビ デ オ カ セ ッ ト ( 巻 )
ス ラ イ ド ( 枚 )
レ コ ー ド ( 枚 )
カ セ ッ ト テ ー プ ( 巻 )
オ ー プ ン テ ー プ ( 巻 )
磁 気 テ ー プ ( 巻 )
磁 気 デ ィ ス ク ( 枚 )
光 デ ィ ス ク ( 枚 )
Ｉ Ｃ カ ー ド ( 枚 )
地 図 ( 枚 )

〃 ( 冊 )
楽 譜 ( 枚 )

〃 ( 冊 )
カ ー ド 式 資 料 ( 枚 )
静 止 画 像 資 料 ( 枚 )
博 士 論 文 (人分)
文 書 類 ( 点 )
新 聞 切 抜 資 料 ( 枚 )
点字・大活字資料 ( 冊 )
そ の 他 ( 点 )

455,510
7,518,307

300,108
41,129
10,304

128,574
518,372
24,513
23,215

81
1,689

49,859
398

446,562
43,571
9,742
2,214

24,291
98,090

436,740
264,129

2,009,226
24,826
2,827

和 漢 書
洋 書

6,020,277
2,348,956

計 8,369,233

(2) 逐次刊行物 (単位 種)

刊

行

物

国
内
逐
次

雑 誌
新 聞

120,730 (2,163)
8,754 (2,033)

計 129,484 (4,196)

刊

行

物

外
国
逐
次

雑 誌
新 聞

56,261 (1,389)
1,597 (1,174)

計 57,858 (1,563)

合 計 187,342 (4,759)

注：( ) 内は､ 非図書形態のものを示す｡

注：｢博士論文｣には､外国の博士論文は含まない｡

－ 統計を中心に その１ －
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������											
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れたアプリケーションソフトが使えなくなります｡ こうして利用できない電子情報が

増えていくのです｡

＜長期保存のための調査＞

このような ｢電子情報の保存｣ という課題は､ 米国やヨーロッパ､ オーストラリア

では1990年代中ごろから注目され､ 様々な調査・研究が行われています｡ 国立国会図

書館でも､ 2002年から ｢電子情報の長期的保存とアクセス手段の確保のための調査｣

を開始しました＊｡

調査結果の一つを示します｡ 下の図は､ 当館が所蔵しているパッケージ系電子出版

物 (パソコン用 CD-ROM､ フロッピーディスク) について､ 市販されているパソコ

ン・OSで利用が可能かどうか､ 2003年に調べた結果です｡ この調査により､ サンプ

ル200点のうち､ 利用できるのは３割

で､ 残りの７割は今のパソコンで内容

を知ることができない､ ということが

わかりました｡ その理由としては､ 電

子資料が古い OSにしか対応していな

いこと､ 媒体が現行規格外であること

(８インチフロッピーディスク) などが

ありました｡ これらの資料は､ 今後二

度とその中身を知ることができないと

いう危険性が高いのです｡

＜｢いつまでも｣ 利用するために＞

冒頭の例のように手紙や写真をデジタル化して保存しても､ 時々お手持ちの機器で

内容を再生できるかどうか確認したり､ 技術の進歩に合わせて新しい規格の媒体にデー

タを移し替えたりしなければ､ そのデータを読み出すことができなくなってしまいま

す｡

このような問題を解決するために､ 国立国会図書館では電子情報を長期的に保存し､

利用できるようにするシステムの構築を今年度から始めます｡ 大規模なストレージ

(外部記憶装置) に､ 国立国会図書館が作成した電子情報だけではなく､ 収集したイン

ターネット上の情報や CD-ROMや DVD等の電子資料の内容を貯めておき､ いつで

もその中から内容を取り出せるようにする､ というものです｡ 必要があれば､ ファイ

ルの形式を変換して､ 最新のパソコン・OSでも電子情報を利用できるようにしたい

と考えています｡

情報技術が進歩するたびに､ 読み出すことが難しい電子情報は増えていきます｡ 電

子図書館サービスの目標である ｢いつでもどこでもだれでも｣ の

｢いつでも｣ には､ ｢いつまでも｣ 情報を提供できるようにすること

も含まれているのです｡

＊これまでの調査研究の結果は､ 次のアドレスで公開しております｡

http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/preservation.html

(関西館事業部電子図書館課研究企画係 澤
さわ

田
だ

大
だい

祐
すけ

)

電子資料の受入年度ごとの

利用可能性 (2003年度)

再生可能な資料の割合 (単位：％)
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お手持ちの手紙や写真､ ビデオなど､ 増えつづける記録の保管に困っている方は多

いのではないでしょうか？ 最近では家庭用のパソコンを使って､ データを CDや DVD

に焼いて保存する方も多いようです｡ 確かに､ 散逸しやすいものをデジタル化してま

とめておけば､ 収納に困ることもないですし､ コピーしても劣化することがありませ

ん｡ では､ ｢一度デジタル化してしまえばもう安心｣ と言えるのでしょうか？

＜電子情報保存の問題点＞

国立国会図書館では､ 本や雑誌などの紙媒体に加え､ CDや DVDなどの電子資料

も､ すべて文化財として永く大切に保存し､ 後世に伝えることを責務の一つとしてい

ます｡ また､ インターネットを通じて流通している情報についても､ ｢文化遺産｣ とし

て蓄積・保存し､ 提供するための法制度の整備を現在検討しています｡ 本や雑誌と比

べると､ 電子化された情報を ｢いつまでも｣ 保存することは簡単なように思えますが､

長期的な利用保証という課題を解決しなければなりません｡

昔のゲームカセットが今のゲーム機では使えないように､ 電子情報を記録した媒体

は､ それを読み出す装置が無ければ使えません｡ 紙に比べると CDやゲームカセット

などの媒体の耐久期間は短いものですし､ 情報を読み出すためのパソコンやゲーム機

などの装置は､ 大事に使ったとしてもいつかは壊れてしまいます｡

電子媒体を無事に保存できて､ その読み出し装置があったとしても､ 利用できると

は限りません｡ パソコンを例にすれば､ 昔のパソコンで作成したファイルは､ そのファ

イルの形式に対応したアプリケーションソフトが無くては使えません｡ さらに､ その

アプリケーションソフトに対応した OS (基本ソフト) と､ その OSに対応したパソコ

ンも必要です｡

皆さんがお使いになっているパソコンやゲーム機を何十年間も使いつづけることは

できませんし､ 生産中止になってしまえば同じ機種を買うこともできません｡ ある機

種のパソコンが使えなくなると､ その機種用に作成された OSとその OS用に作成さ

������������
いつでもどこでもだれでも

第12回

【連載目次】

国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)

一次資料の電子的提供 (524～527号)

ウェブ・アーカイブと提供 (528号)

資料に到達するための情報 (529～531号)

ホームページ (532号)

レファレンス協同データベース事業 (533号)

電子情報の保存と利用保証 (本号)

電子図書館サービスの目標 (次号)

・ウェブ・アーカイブ

・オンライン・デポジット

・情報資源に関する情報の充実：ナレッジデータベース

・デジタルアーカイブポータル
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第139回常設展示 万国博覧会 ―初めて尽くしの万博物語―

平成17年９月22日～11月15日

万国博覧会という言葉を耳にして､ 真っ先に大阪万博を思い出す人も多いことでしょ

う｡ 大阪万博は､ 1970 (昭和45) 年に日本で初めて開かれた万国博覧会で､ 入場者数

は実に6,400万人を記録し､ 日本中が万国博覧会一色となるほどの一大旋風を巻き起

こしました｡ もちろんこれが､ 日本人と万国博覧会の初めての接点ではありません｡

時はずっとさかのぼって､ 日本人が初

めて ｢万国博覧会｣ に接触した頃のお話

です｡ 1862 (文久２) 年のロンドン国際

博覧会は､ 日本人が初めて目にした万国

博覧会とされています｡ 幕府から外交交

渉のためにヨーロッパへ派遣された使節

団の一行が博覧会場を訪れました｡ 開会

式に和服にちょんまげ姿で現れた彼らは､

会場でもずいぶん目立っていたことが当

時の新聞からわかります (写真)｡ 彼ら

が残した日記や紀行文を見ると､ しばし

ば博覧会場に足を運ぶ様子が窺われ､ 西

洋の事物を見聞することに貪欲だったこ

とがわかります｡ その５年後の1867 (慶

応３) 年､ 正式な招請を受けて､ 日本はパリ万国博覧会に初参加を果たします｡ 幕末

の混乱のさなかにもかかわらず､ 江戸幕府は､ 使節団を編成し数々の日本の産物を引っ

さげて世界の桧舞台に乗り込みました｡ 初めて正式に出品された日本の展示物は､ パ

リの街で大きな評判を得て､ のちにヨーロッパを席巻するジャポニズムの素地となり

ました｡ 日本政府としての初参加は､ 1873 (明治６) 年のウィーン万国博覧会です｡

学制改革､ 徴兵制など様々な封建制度の改革を矢継ぎ早に行っていた明治政府は､ 産

業振興にも熱心でした｡ この博覧会を機に､ 海外伝習生と呼ばれる留学生を派遣し､

科学技術の導入を行いました｡ また､ 国内の産品をくまなく調査､ 収集し､ 技術の向

上を図るとともに海外貿易の伸張を目指しました｡ 一方､ 博覧会場では､ 日本のパビ

リオンのエキゾチックな雰囲気が大いに受けて､ 扇やうちわなどの産物が飛ぶように

売れたことが､ 当時の報告書に記されています｡

今回の常設展示でご紹介するのは､ これら三つの ｢初めての万国博覧会｣ に関する

資料・文献です｡ 万国博覧会を通じて､ 日本は世界の文物や技術を持ち帰りました｡

いっぽう世界は未知の国日本を垣間見たことで､ その文化や芸術に少なからぬ影響を

受けています｡ 万国博覧会は､ 日本とヨーロッパとの接点が限られていた時代に､ 数

少ない接点のひとつとして機能していたのです｡

(青
あお

山
やま

真
ま

紀
き

・加
か

藤
とう

眞
しん

吾
ご

)
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利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/
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東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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